
は
じ
め
に

『

万
葉
集』

を
読
む
こ
と
は
、
記
さ
れ
た
内
容
を
読
み
解
く
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
言
葉
の
理
解
に
は
、
そ
の
意
味
を
知
る
ほ
か
に
、
言

葉
を
生
み
出
し
支
え
る
時
代
や
社
会
、
作
品
を
生
み
出
す
作
者
や
編
纂

者
の
存
在
ま
で
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

か
つ
て
、『

大
伴
家
持
論
―
文
学
と
氏
族
伝
統
―』

(

お
う
ふ
う
一
九

九
七
年)

で
は
、
万
葉
歌
の
特
徴
に

｢

氏
族
伝
統｣

を
見
つ
け
、
歌
の

作
者
で
あ
り
、『

万
葉
集』

の
編
纂
者
と
し
て
の
大
伴
家
持
を
考
察
し

た
。
歴
史
や
社
会
の
中
に
大
伴
家
持
を
追
え
ば
追
う
ほ
ど
、
今
更
な
が

ら
で
は
あ
る
が
、『

万
葉
集』

に
表
現
さ
れ
た

｢

大
伴
家
持｣

と
の
差

異
の
大
き
さ
き
に
驚
か
さ
れ
た
。

奈
良
時
代
に
歌
を
詠
み
、
歌
集
を
編
ん
だ
大
伴
家
持
と
、『

万
葉
集』

の
中
に
表
現
さ
れ
た

｢

大
伴
家
持｣

と
の
差
異
の
大
き
さ
に
気
づ
く
こ

と
で
、
歌
の
文
学
性
に
改
め
て
関
心
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

思
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、『

万
葉
集』

が
、
今
日
の
合
理
性
と
は
異
な

る
理
解
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
覚
え
、
そ
の
在
り

方
を
尋
ね
た
の
が『

万
葉
集
編
纂
論』

(

お
う
ふ
う
二
〇
〇
七
年)

で
あ
っ

た
。
当
時
は
、
構
造
論
に
は
じ
ま
り
、
形
成
論
や
資
料
論
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
仮
定
さ
れ
た
形
成
論
や
想
定
上
の
資
料
論
の
上
に
議
論

を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
た
な
視
点
の
導
入
と
し
て
、
二

十
巻
に
整
え
ら
れ
た

『

万
葉
集』

を
、
ひ
と
つ
の
編
纂
物
と
み
な
す
議

論
の
必
要
を
説
い
た
。
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『
万
葉
集』

は
、｢

旧
本｣

や

｢

或
本｣

等
を
書
写
す
る
段
階
か
ら
、

以
前
の
編
集
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
強
い
。
杜
撰
な
の
で
は
な
く
、
編
集

の
基
本
的
な
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
き
方
の
差
異

が
、
直
ち
に
形
成
を
示
し
得
な
い
状
況
を
含
み
込
ん
で
い
る
。『

万
葉

集
編
纂
構
想
論』

(
笠
間
書
院
刊
〈
共
著
〉
二
〇
一
四
年)

で
は
、
二
十
巻

を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
緩
や
か
に
包
ん
で
い
る
志
向
や
主
張

の
所
在
を
考
察
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
に
、
従
来
の
編
纂
論
が
、
編

纂
者
に
大
伴
家
持
あ
り
き
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
を
強

く
求
め
た
。
編
纂
者
へ
の
言
及
は
、
で
き
る
限
り
避
け
、『

万
葉
集』

そ
の
も
の
に
表
現
さ
れ
た
内
容
を
読
み
解
く
こ
と
を
優
先
し
た
。

結
果
的
に
、
巻
十
七
以
降
に
立
ち
現
れ
る
大
伴
家
持
の
存
在
が
強
く

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
編
ま
れ
た
巻
や
個
々
に
記
さ
れ
た

歌
に
表
現
さ
れ
た

｢

大
伴
家
持｣

の
姿
で
あ
る
。
巻
十
七
か
ら
巻
二
十

に

｢

主
題
化
さ
れ
た
大
伴
家
持｣

に
こ
そ
、
二
十
巻
を
ひ
と
つ
の
歌
集

と
し
て
読
む
た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
る
編
纂
者
の
姿
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。

｢

主
題
化
さ
れ
た
大
伴
家
持｣

な
ど
と
い
う
と
、
架
空
の
存
在
を
想

定
す
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
背
後
に
大
伴
家
持

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
む
し
ろ
後
者
へ
の
考
察
は
、

記
し
た
よ
う
に
筆
者
の
出
発
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
両
者
を
区
別
し
よ

う
と
す
る
の
は
、『

万
葉
集』

に
記
さ
れ
た
家
持
に
、
歌
の
作
り
手
と

し
て
、
編
纂
者
と
し
て
の
志
向
や
意
志
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重

視
す
る
た
め
で
あ
る
。『

万
葉
集』

に
は
、
構
想
さ
れ
た

｢

大
伴
家
持｣

が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
読
み
解
い
た
内
容
か
ら
、
背
後

に
い
る
家
持
を
推
察
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
が
、
そ
れ
は『

万
葉
集』

の
外
に
向
か
う
考
察
に
つ
な
が
る
。
連
動
さ
せ
る
と
、
仮
定
さ
れ
た
家

持
像
か
ら
、『

万
葉
集』

内
部
の
読
み
が
補
完
さ
れ
て
し
ま
う
。

作
者
論

(

作
家
論)

或
い
は
、
編
纂
者
論
は
、
そ
れ
自
体
が
一
定
の

条
件
に
基
づ
く
考
察
で
あ
り
、
得
ら
れ
た
結
論
が
限
ら
れ
た
一
面
を
照

ら
す
。
歌
の
外
の
考
察
を
含
ん
で

『

万
葉
集』

を
読
む
こ
と
は
可
能
な

の
だ
が
、
前
提
条
件
に
よ
っ
て
結
論
が
変
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
。

『

万
葉
集』

そ
の
も
の
を
読
も
う
と
す
る
と
、
テ
キ
ス
ト
論

(

１)

に
近
づ
く

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
絶
対
的
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
の
こ

と
で
は
な
い
。
作
者
論

(

作
家
論)

や
編
纂
者
論
は
も
と
よ
り
、
歴
史

や
社
会
等
の
外
に
つ
な
が
る
議
論
に
は
適
さ
な
い
。
何
か
を
廃
す
る
の

で
は
な
く
、
留
保
す
る
と
こ
ろ
に
得
ら
れ
る
結
論
の
一
面
を
、
適
正
に

位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。『

万
葉
集』

に
表
現
さ
れ
た
内
容
を
、

周
辺
情
報
と
し
て
得
ら
え
る
知
見
と
整
理
し
て
議
論
す
る
た
め
に
必
要
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な
考
察
で
あ
る
。

総
合
的
に
考
察
す
る
と
い
え
ば
、
聞
こ
え
は
良
い
の
だ
が
、
持
ち
込

ま
れ
る
内
容
の
加
減
は
、
研
究
者
の
個
々
に
任
さ
れ
て
し
ま
う
。
他
に

比
べ
る
と
資
料
の
多
い
大
伴
家
持
と
歌
、
そ
し
て

『

万
葉
集』

の
編
纂

に
関
わ
る
研
究
に
は
、
議
論
の
整
理
が
、
今
後
不
可
欠
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

『

万
葉
集』

を
俯
瞰
す
る
中
に
見
出
さ
れ
る
大
伴
家
持
は
、
取
捨
選

択
さ
れ
、
配
置
さ
れ
た
歌
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。｢

主
題
化
さ

れ
た
大
伴
家
持｣

に
は
、
歌
の
作
り
手
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
編
纂

者
と
し
て
の
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、｢

主
題
化
さ
れ
た
大
伴
家
持｣

が
表
現
す
る

『

万
葉
集』

の
構
想
を
、
巻
二
十
の
末
尾
三
十
一
首
を
起
点
に
編
纂
論
の
一
環
と
し

て
記
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
巻
二
十
の
末
尾
三
十
一
首
の
在
り
方

巻
二
十
の
末
尾
三
十
一
首
の
題
詞
と
左
注
に
は
、
大
伴
家
持
の
姓
記

載
に
卑
称
法

(

氏
十
姓
十
名
の
形
式)

が
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
人
物
の

姓
記
載
に
は
敬
称
法

(

氏
十
名
十
姓
の
形
式)

が
用
い
ら
れ
て
い
る

(

２)

。
記

し
た
編
纂
者
が
、｢

大
伴
家
持｣

で
あ
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
記
載
方

法
で
あ
る
。

次
の
歌
群
へ
の
理
解
は
、
前
著

(｢

大
原
真
人
今
城
関
係
歌
群
の
編
集｣

『

万
葉
集
編
纂
論』

｢

巻
十
七
か
ら
巻
二
十
へ
の
若
干
の
見
通
し｣

『

万
葉
集
編

纂
構
想
論』)

に
言
及
し
た
の
で
、
卑
称
法
と
敬
称
法
に
よ
っ
て
書
き
分

け
ら
れ
て
い
る
様
子
だ
け
を
、
傍
線
と
点
線
で
示
し
て
確
認
し
て
お
く

(

本
論
の
他
の
引
用
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
記
し
た)

。

(

天
平
宝
字
二
年)

二
月
に
、
式
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
の
宅

に
し
て
宴
す
る
歌
十
五
首

右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人

(

20
・
四
四
九
六)

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣

(

20
・
四
四
九
七)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

(

20
・
四
四
九
八)

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣

(

20
・
四
四
九
九)

右
の
一
首
、
治
部
大
輔
市
原
王

(

20
・
四
五
〇
〇)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

(

20
・
四
五
〇
一)

右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

(

20
・
四
五
〇
二)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

(

20
・
四
五
〇
三)

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣

(

20
・
四
五
〇
四)

右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人

(

20
・
四
五
〇
五)
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興
に
依
り
、
各
高
円
の
離
宮
処
を
思
ひ
て
作
る
歌
五
首

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

(

20
・
四
五
〇
六)

右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人

(

20
・
四
五
〇
七)

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣

(

20
・
四
五
〇
八)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

(

20
・
四
五
〇
九)

右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

(

20
・
四
五
一
〇)

山
斎
を
属
目
し
て
作
る
歌
三
首

右
の
一
首
、
大
監
物
三
形
王

(

20
・
四
五
一
一)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
(

20
・
四
五
一
二)

右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

(

20
・
四
五
一
三)

従
来
の
議
論
が
、
歌
の
理
解
に
歴
史
的
背
景
や
宮
中
に
お
け
る
作
者

た
ち
の
立
場
を
加
味
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
前
著
で
は
疑
問
を
示
し

て
き
た
。
歌
の
内
容
だ
け
を
解
す
る
と
、
右
の
一
群
に
は
、
中
臣

｢

清

麻
呂
邸
に
集
う
者
た
ち
が
、
清
麻
呂
を
祝
い
、
先
帝
を
讃
え
て
偲
び
、

文
雅
を
楽
し
む
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る｣

と
、
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
。
そ
う
し
た
読
み
方
は
、
こ
の
一
群
に
限
る
こ
と
な
く
、

歌
の
背
後
に
捉
え
ら
れ
る
政
治
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に

し
て
も
、
二
十
巻
に
収
め
ら
れ
た
歌
に
は
、
天
皇
や
古
代
律
令
社

会
を
批
判
す
る
よ
う
な
表
現
は
認
め
ら
れ
な
い
。
御
代
が
変
わ
ろ

う
と
も
、
皇
統
は
讃
美
す
べ
き
対
象
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
指
摘
し
、

二
十
巻
に
表
さ
れ
る
歌
世
界
と
は
、
現
実
的
な
政
治
を
そ
の
ま
ま

反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
、
あ
く
ま
で
も
、
古
代
律
令
社
会
が
理

想
と
す
る
理
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
が
常
に
政
治
の
中
心

に
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

と
、『

万
葉
集』

全
体
を
支
え
る
構
想
を
見
通
し
た
。
そ
の
主
張
は
基

本
的
に
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

そ
の
こ
と
を
、
三
十
一
首
に
記
さ
れ
た
他
の
歌
で
確
認
し
て
お
く
。

天
平
宝
字
元
年
十
一
月
十
八
日
に
内
裏
に
し
て
肆
宴
し
た
ま

ふ
歌
二
首

天
地
を
照
ら
す
日
月
の
極
み
な
く
あ
る
べ
き
も
の
を
何
を
か
思
は

む

(

20
・
四
四
八
六)

右
の
一
首
、
皇
太
子
の
御
歌

い
ざ
子
ど
も
狂
わ
ざ
な
せ
そ
天
地
の
堅
め
し
国
そ
大
和
島
根
は

右
の
一
首
、
内
相
藤
原
朝
臣
奏
す
。

(

20
・
四
四
八
七)

右
の
二
首
は
、
新
嘗
会
に
関
わ
っ
て
豊
明
節
会
に
催
さ
れ
た
肆
宴
に

お
い
て
詠
出
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
四
四
八
六
番
歌
は
、
大
炊
王
が
皇
太
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子
と
し
て
、
天
地
を
照
ら
す
日
や
月
に
限
り
が
な
い
よ
う
に
、
孝
謙
天

皇
の
御
代
の
永
遠
を
讃
え
て
い
る
。
鴻
巣
盛
廣

『

万
葉
集
全
釈

(

３)』

は
、

｢

崇
重
な
典
雅
な
作
品
で
佳
什
と
称
す
べ
き
で
あ
る｣

と
述
べ
、
武
田

祐
吉

『

万
葉
集
全
註
釈

(

４)』

も

｢

漢
文
学
方
面
か
ら
来
て
い
る
。
四
句
ま

で
一
気
に
歌
い
下
し
て
、
五
句
も
字
余
り
に
留
め
て
、
荘
重
な
風
格
を

成
し
て
い
る｣

と
評
価
し
て
き
た
が
、
木
下
正
俊『

万
葉
集
全
注

(

５)』

は
、

(

前
略)

臣
民
た
る
者
一
人
残
ら
ず
か
く
あ
る
べ
き
も
の
だ
。
と

言
う
気
持
ち
で
橘
奈
良
麻
呂
た
ち
の
よ
う
な
不
軌
を
懐
い
て
は
な

ら
ぬ
ぞ
。

と
読
み
解
き
、
阿
蘇
瑞
枝

『

万
葉
集
全
歌
講
義
(

６)』

も
、

橘
奈
良
麻
呂
事
件
を
背
景
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
事
件
は
、
七
月
初

旬
に
処
理
が
終
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
橘
・
大
伴
・
多
治

比
の
名
族
や
王
族
が
多
数
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
単
に
事
件
に

直
接
関
わ
っ
た
者
の
処
分
だ
け
で
解
決
す
る
よ
う
な
簡
単
な
こ
と

で
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
二
首
は
、
新
嘗
祭
の
肆
宴
に
お
い
て

詠
ま
れ
た
も
の
で
、
四
ヶ
月
を
経
て
な
お
、
こ
の
よ
う
な
歌
が
詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
事
件
の
衝
撃
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
な
お
不
安
は
残
り
、
空
元
気
を
強
い
て
振
る
っ
て

詠
ん
で
い
る
よ
う
な
気
配
さ
え
あ
る
。
事
実
、
皇
太
子
大
炊
王
は
、

天
平
宝
字
二
年

(

七
五
八)

八
月
に
即
位
し
た
が
、
孝
謙
上
皇
を

看
病
し
た
道
鏡
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
、
上
皇
と
不
和
に
な
り
、
八

年
九
月
に
押
勝
こ
と
仲
麻
呂
が
反
乱
を
起
こ
す
と
、
上
皇
は
再
び

即
位
し
、
淳
仁
天
皇
は
廃
さ
れ
、
配
所
で
三
十
三
歳
の
生
涯
を
終

え
た
。
四
四
八
六
は
、
皇
位
の
無
窮
を
讃
え
る
こ
と
で
心
の
わ
だ

か
ま
り
や
不
安
を
除
こ
う
と
し
て
い
る

(

集
成)

と
表
さ
れ
る
通

り
で
あ
ろ
う
。

と
記
す
。

し
か
し
、
例
え
ば

｢

何
を
か
思
は
む｣

の
使
用
例
に
留
意
す
る
と
、、

①
今
更
に
何
を
か
思
は
む
う
ち
な
び
く
心
は
君
に
寄
り
に
し
も
の

を

(

４
・
五
〇
五)

②
も
み
ち
葉
を
散
ら
ま
く
惜
し
み
手
折
り
来
て
今
夜
か
ざ
し
つ
何

を
か
思
は
む

(

８
・
一
五
八
六)

③
道
の
辺
の
尾
花
が
下
の
思
ひ
草
今
更
々
に
何
を
か
思
は
む

(

10
・
二
二
七
〇)

④
今
更
に
何
を
か
思
は
む
梓
弓
引
き
み
緩
へ
み
寄
り
に
し
も
の
を

(

12
・
二
九
八
九)

⑤
十
五
日
に
出
で
に
し
月
の
高
々
に
君
を
い
ま
せ
て
何
を
か
思
は

む

(

12
・
三
〇
〇
五)
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①
③
④
に
は
、
直
線
に

｢

今
更
に｣

或
い
は

｢

今
更
々
に｣

と
、
念

を
押
す
よ
う
に
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
恋
情
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
②

に
は
、
散
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
も
み
ち
葉
さ
え
も
、
手
折
っ
て
今
宵
楽

し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
⑤

に
は
、
十
五
夜
の
月
の
よ
う
に
待
ち
焦
が
れ
た
君
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
満
足
が
、
他
に

｢
何
を
か
思
は
む｣

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
理
想
と
す
る
結
論
が
準
備
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ほ
か
に
思
う
こ

と
な
ど
な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
四
四
八
六
番
歌
に
お
い
て
も
、

｢

天
地
を
照
ら
す
日
月
の
極
み
な
く
あ
る
べ
き
も
の｣

が
、
天
皇
を
中

心
と
す
る
国
の
理
想
的
な
姿
を
表
し
、
そ
れ
を
お
い
て

｢

何
を
か
思
は

む｣

と
強
調
し
て
い
る
。
作
者
論

(

作
家
論)
と
し
て
、
大
炊
王
の
心

の
内
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
に
、
関
心

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
歌
は
、
内
裏
に
催
さ
れ
た
肆
宴
の
場
に
お

い
て
、
皇
太
子
と
い
う
立
場
か
ら
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
社
会
が
、
揺

る
ぎ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。

四
四
八
七
番
歌
に
至
る
と
、｢

い
ざ
子
ど
も
狂
わ
ざ
な
せ
そ｣

と
の

表
現
に
、
奈
良
麻
呂
の
変
を
想
起
し
、
仲
麻
呂
に
横
暴
な
人
格
を
見
出

す
注
釈
書
が
ほ
と
ん
ど
に
な
る
。
そ
れ
ら
に
伊
藤
博

『

万
葉
集
釈
注

(

７)』

だ
け
が
、

(

前
略)

仲
麻
呂
は
今
、
天
皇
に
成
り
代
わ
っ
て
う
た
っ
て
い
る
。

諸
注
の
よ
う
に
、
初
二
句
に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
は
同
調
し
か
ね
る
。

人
は
、
一
方
を
悪
、
一
方
を
善
と
決
め
こ
ん
で
は
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
立
場
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
。

と
記
す
。

｢

い
ざ
こ
ど
も｣

と
の
表
現
に
留
意
す
る
と
、
集
中
に
は
他
に
次
の

五
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ａ
い
ざ
子
ど
も
早
く
日
本
へ
大
伴
の
三
津
の
浜
松
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら

む

(

１
・
六
三)

ｂ
い
ざ
子
ど
も
大
和
へ
早
く
白
菅
の
真
野
の
榛
原
手
折
り
て
行
か

む

(

３
・
二
八
〇)

ｃ
海
神
は

奇
し
き
も
の
か

淡
路
島

中
に
立
て
置
き
て

白

波
を

伊
予
に
廻
ほ
し

居
待
月

明
石
の
門
ゆ
は

夕
さ
れ

ば

潮
を
満
た
し
め

明
け
さ
れ
ば

潮
を
干
れ
し
む

潮
さ

ゐ
の

波
を
恐
み

淡
路
島

磯
隠
り
居
て

い
つ
し
か

も

こ
の
夜
の
明
け
む
と

さ
も
ら
ふ
に

眠
の
寝
か
て
ね

ば

滝
の
上
の

浅
野
の
雉

明
け
ぬ
と
し

立
ち
騒
く
ら

し

い
ざ
子
ど
も

あ
へ
て
漕
ぎ
出
む

に
は
も
静
け
し
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(

３
・
三
八
八)

ｄ
い
ざ
子
ど
も
香
椎
の
潟
に
白
た
へ
の
袖
さ
へ
濡
れ
て
朝
菜
摘
み

て
む

(

６
・
九
五
七)

ｅ
白
露
を
取
ら
ば
消
ぬ
べ
し
い
ざ
子
ど
も
露
に
競
ひ
て
萩
の
遊
び

せ
む

(

10
・
二
一
七
三)

ａ
ｂ
が
、｢

日
本｣
へ

｢
大
和｣

へ
の
帰
京
を
明
る
く
呼
び
か
け
。

ｄ
ｅ
は
、
朝
菜
を
摘
み
萩
の
花
に
遊
ぶ
こ
と
を
誘
っ
て
い
る
。
ｃ
が
、

淡
路
島
に

｢

い
つ
し
か
も

こ
の
夜
の
明
け
む
と

さ
も
ら
ふ
に

眠

の
寝
か
て
ね
ば｣

と
不
安
な
夜
を
過
ご
し
て
い
て
も
、｢

い
ざ
子
ど
も｣

と
誘
い
か
け
れ
ば
、
そ
の
先
に
は

｢

に
は
も
静
け
し｣

と
の
景
が
示
さ

れ
て
い
る
。
四
四
八
七
番
歌
だ
け
を
、
例
外
と
捉
え
る
必
要
は
見
当
た

ら
な
い
。

続
く

｢

狂
わ
ざ
な
せ
そ｣

と
の
表
現
も
、
言
外
に
奈
良
麻
呂
の
変
を

想
起
す
る
自
由
が
あ
り
得
て
も
、
四
四
八
六
番
の

｢

何
を
か
思
は
む｣

と
の
投
げ
か
け
に
応
え
た
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
豊
明
節
会
に
催
さ
れ

た
肆
宴
に
お
い
て
は
、
万
が
一
に
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
の
表
現
と
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

四
四
八
六
番
が

｢

天
地
を
照
ら
す
日
月
の
極
み
な
く
あ
る
べ
き
も
の｣

と
し
て
表
現
し
た
内
容
が
、｢

天
地
の
堅
め
し
国
そ
大
和
島
根
は｣

と

讃
え
ら
れ
、
結
ば
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

新
嘗
祭
を
終
え
て
、
厳
し
い
冬
を
迎
え
る
中
の
出
来
事
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
二
月
十
八
日
に
、
大
監
物
三
形
王
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌

三
首

み
雪
降
る
冬
は
今
日
の
み
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
か
む
春
へ
は
明
日
に
し

あ
る
ら
し

(

20
・
四
四
八
八)

右
の
一
首
、
主
人
三
形
王

う
ち
な
び
く
春
を
近
み
か
ぬ
ば
た
ま
の
今
夜
の
月
夜
霞
み
た
る
ら

む

(

20
・
四
四
八
九)

右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

あ
ら
た
ま
の
年
行
き
帰
り
春
立
た
ば
ま
づ
我
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す

は
鳴
け

(

20
・
四
四
九
〇)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

大
監
物
三
形
王
宅
で
催
さ
れ
た
宴
に
、
四
四
八
八
番
歌
は
、
主
人
が
、

雪
の
降
る
冬
は
今
日
限
り
で
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
く
春
が
明
日
か
ら
や
っ

て
来
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
大
蔵
大
輔
で
あ
る
甘
南
備
伊
香
が
こ
れ

を
受
け
て
、
な
る
ほ
ど
立
春
が
近
い
の
で
、｢

ぬ
ば
た
ま
の
今
夜
の
月

夜
霞
み
た
る
ら
む｣

と
の
景
を
詠
出
す
る
。
大
伴
家
持
歌
が
そ
れ
ら
を
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受
け
、
立
春
を
迎
え
た
日
を
想
起
し
て
、
我
々
の
い
る
宿
に
ウ
グ
イ
ス

よ
鳴
け
と
、
春
の
到
来
を
待
ち
侘
び
て
い
る
。

三
首
の
後
に
は
、

大
き
海
の
水
底
深
く
思
ひ
つ
つ
裳
引
き
平
し
し
菅
原
の
里

(

20
・
四
四
九
一)

右
の
一
首
、
藤
原
宿
奈
麻
呂
朝
臣
の
妻
石
川
女
郎
、
愛
を

薄
く
し
離
別
せ
ら
れ
、
悲
し
び
恨
み
て
作
る
歌
な
り
。
年

月
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず

が
記
さ
れ
て
い
る
。
題
詞
は
な
く
、｢
右
の
一
首｣

に
は
じ
ま
る
左
注

の
様
式
に
留
意
す
る
と
、
直
前
の
三
首

(
20
・
四
四
八
八
〜
四
四
九
〇)

と
同
じ
、
三
形
王
宅
の
宴
に
関
わ
る
歌
と
し
て
記
そ
う
と
し
て
い
る

(

８)

。

｢

年
月
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず｣

と
の
注
記
が
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示

す
。
立
春
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
話
題
が
歌
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
た

様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
後
に
は
、
大
原
今
城
宅
に
催
さ
れ
た
宴
の
様
子
が
、
家
持
歌
に

よ
っ
て
、

二
十
三
日
に
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
の
宅
に
し
て
宴
す

る
歌
一
首

月
数
め
ば
い
ま
だ
冬
な
り
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
く
春
立
ち
ぬ
と

か

(

20
・
四
四
九
二)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
三
形
王
宅
で
の
宴
と
同
様
に
、
こ
の
時
期
に
私
邸

で
催
さ
れ
る
宴
で
は
、
立
春
を
繰
り
返
し
詠
ん
で
い
る
様
子
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
期
さ
れ
て
迎
え
た
翌
二
年

(

七
五
八)

は
、
次
の
歌
に

は
じ
ま
る
。二

年
春
正
月
三
日
に
、
侍
従
・
豎
子
・
王
臣
等
を
召
し
、
内

裏
の
東
の
屋
の
垣
下
に
侍
は
し
め
、
即
ち
玉
箒
を
賜
ひ
て
肆

宴
し
た
ま
ふ
。
こ
こ
に
、
内
相
藤
原
朝
臣
勅
を
奉
じ
宣
り
た

ま
は
く
、｢

諸
王
卿
等
、
堪
に
随
ひ
意
の
任
に
歌
を
作
り
并

せ
て
詩
を
賦
せ
よ｣

と
の
り
た
ま
ふ
。
仍
り
て
詔
旨
に
応
へ
、

各
心
緒
を
陳
べ
、
歌
を
作
り
詩
を
賦
す
。
未
だ
諸
人
の
賦
し

た
る
詩
并
せ
て
作
る
歌
を
得
ず
。

初
春
の
初
子
の
今
日
の
玉
箒
手
に
取
る
か
ら
に
揺
ら
く
玉
の
緒

(

20
・
四
四
九
三)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。
た
だ
し
、
大

蔵
の
政
に
依
り
て
、
奏
し
堪
へ
ず
。

題
詞
は
、
正
月
三
日
に
、
孝
謙
天
皇
が
侍
従
・
豎
子
・
王
・
臣
等
を
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召
し
て
、
内
裏
の
東
の
屋
の
垣
下
で
玉
箒
を
賜
い
、
肆
宴
を
催
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
席
で
内
相
の
藤
原
仲
麻
呂
に
勅
し
て
、
諸
王

卿
等
に
思
う
と
こ
ろ
を
歌
や
詩
で
表
現
さ
せ
た
と
い
う
。
皆
こ
れ
に
応

え
た
が
、
諸
人
の
作
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
自
ら
の

歌
の
み
を
記
し
な
が
ら
、
左
注
に
は

｢

但
し
、
大
蔵
の
政
に
依
り
て
、

奏
し
堪
へ
ず
。｣

と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
披
露
で
き
な
か
っ
た
歌
を
記

す
こ
と
で
、
初
子
の
宴
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
以
下
の
歌
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
青
馬
を
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し
と
い
ふ

(

20
・
四
四
九
四)

右
の
一
首
、
七
日
の
侍
宴
の
た
め
に
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰

家
持
予
め
こ
の
歌
を
作
る
。
た
だ
し
、
仁
王
会
の
事
に
依

り
て
、
却
り
て
六
日
を
以
て
内
裏
に
諸
王
卿
等
を
召
し
酒

を
賜
ひ
、
肆
宴
し
禄
を
給
ふ
。
こ
れ
に
因
り
て
奏
せ
ず
。

題
詞
が
な
く
、
左
注
の

｢

右
の
一
首｣

の
様
式
か
ら
は
、
四
四
九
三

番
歌
の
題
詞
が
記
す

｢

二
年
春
正
月｣

の
出
来
事
と
し
て
、
ひ
と
ま
と

め
に
記
さ
れ
て
い
る
。
左
注
に
は
、
七
日
に
催
さ
れ
る
宴
の
た
め
に
歌

を
準
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
仁
王
会
に
関
わ
っ
て
、
宴
が
六
日
に
催
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
奏
上
し
な
か
っ
た
事
情
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

四
四
九
四
番
歌
が

｢

青
馬
を
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し｣

と
詠
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
七
日
に
は
青
馬
神
事
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

六
日
に
行
わ
れ
た
肆
宴
は
、
題
詞
を
改
め
て
、

六
日
に
、
内
庭
に
仮
に
樹
木
を
植
ゑ
以
て
林
帷
と
作
し
て
、

肆
宴
を
為
し
た
ま
ふ
時
の
歌
一
首

う
ち
な
び
く
春
と
も
著
く
う
ぐ
ひ
す
は
植
ゑ
木
の
木
間
を
鳴
き
渡

ら
な
む

(

20
・
四
四
九
五)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
奏
せ
ず

と
、
内
裏
に
樹
木
を
仮
に
植
え
て
、
林
帷
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
家
持
は
こ
れ
に
四
四
九
五
番
歌
を
準
備
し
た
。

｢

奏
し
堪
へ
ず｣

或
い
は

｢

奏
せ
ず｣

と
注
さ
れ
た
歌
が
、
三
首
も

続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
背
後
に
、
当
時
の
家
持
の
姿
を
想
像
で
き
な
く

も
な
い
が
、
そ
れ
を
巻
の
主
張
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
れ
ら
に
表
現
さ
れ
た

｢

家
持｣

は
、
自
ら
が
歌
を
奏
上
す
る
機
会

こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
天
平
宝
字
元
年
の

(

七
五
七)

冬
か
ら
、
翌

二
年

(

七
五
八)

の
春
に
か
け
て
、
宮
中
で
催
さ
れ
た
諸
行
事
を
積
極

的
に
記
し
留
め
、
そ
こ
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
自
身
を
表
し
て
い
る
。

天
皇
を
中
心
と
す
る
古
代
律
令
官
人
の
理
想
と
す
べ
き
理
念
が
、｢

家

持｣

の
歌
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
日
付
を
追
っ
て
記
さ
れ
た
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｢
家
持｣

の
歌
々
に
、
暗
く
悲
し
い
人
生
の
印
象
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

同
じ
こ
と
は
次
の
歌
に
も
い
え
る
。

二
月
十
日
に
、
内
相
の
宅
に
し
て
渤
海
大
使
小
野
田
守
朝
臣

等
に
餞
す
る
宴
の
歌
一
首

青
海
原
風
波
な
び
き
行
く
さ
来
さ
つ
つ
む
こ
と
な
く
船
は
早
け
む

(

20
・
四
五
一
四)

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持

未
だ
誦
ま
ず

題
詞
は
、
二
月
十
日
に
内
相
で
あ
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
宅
で
渤
海
大
使

小
野
田
守
朝
臣
等
を
餞
宴
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
歌

を
披
露
す
る
機
会
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
餞
宴
に
合
わ
せ
て
、
積
極
的
に

歌
を
準
備
し
て
い
た
自
身
の
姿
を
示
す
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
従
五
位
上
で
あ
り
な
が
ら
、
従
五
位
下
相
当
の
因
幡
守
に

任
ぜ
ら
れ
た
際
も
、
餞
宴
を
開
い
て
く
れ
た
大
原
今
城
に
、｢
家
持｣

は
、

七
月
五
日
に
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
の
宅
に
し
て
、
因

幡
守
大
伴
宿
禰
家
持
に
餞
す
る
宴
の
歌
一
首

秋
風
の
末
吹
き
な
び
く
萩
の
花
共
に
か
ざ
さ
ず
相
か
別
れ
む

右
の
一
首
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

(

20
・
四
五
一
五)

と
、
雅
や
か
な
歌
を
も
っ
て
別
れ
を
告
げ
て
お
り
、
着
任
後
も
、

三
年
春
正
月
一
日
に
、
因
幡
国
の
庁
に
し
て
、
饗
を
国
郡
の

司
等
に
賜
ふ
宴
の
歌
一
首

新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
頻
け
吉
事

右
の
一
首
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。(

20
・
四
五
一
六)

と
、
自
ら
の
歌
だ
け
で
、
国
司
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
姿
を
記
し
留

め
て
い
る
。

当
時
の
家
持
が
政
治
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
巻
二
十
が
表
現
す
る
外
の
問
題
と
し
て
、
区
別
し
な
が

ら
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
巻
二
十
の
末
尾
三
十
一
首
に

｢

主
題
化
さ

れ
た
大
伴
家
持｣

に
は
、
個
人
的
に
置
か
れ
た
状
況
を
苦
悩
す
る
内
容

を
、
直
ち
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
四
五
一
六
番
歌
に
は
、
天
皇

の
名
代
と
し
て
臣
下
の
朝
賀
を
受
け
、
一
年
を
予
祝
す
る

｢

家
持｣

が

表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
年
の
は
じ
ま
り
は
、
変
わ
ら
ぬ
御
代
の
繁
栄
が

期
さ
れ
、
巻
二
十
は
こ
の
歌
を
も
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
志
向
を
底
流
に
、『

万
葉
集』

二
十
巻
を
俯
瞰
す
る
と
、

早
く

『

万
葉
代
匠
記』

が
、

そ
も
�
�
此
集
、
は
し
め
に
雄
略
舒
明
両
帝
の
、
民
を
め
く
ま
せ

た
ま
ひ
、
世
の
を
さ
ま
れ
る
こ
と
を
、
よ
ろ
こ
ひ
お
ほ
し
め
す
歌

よ
り
次
第
に
載
て
、
今
此
歌
を
も
て
一
部
を
と
ゝ
の
へ
た
る
こ
と
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は
、
此
集
を
す
へ
て
い
は
ひ
て
、
い
く
ひ
さ
し
く
つ
た
は
り
て
、

よ
を
ゝ
さ
め
民
を
み
ち
ひ
く
、
た
す
け
と
な
れ
と
な
る
へ
し

(

９)

と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
、
改
め
て
想
起
さ
れ
る
。｢

民
を
み
ち
ひ
く
、

た
す
け
と
な
れ｣
と
い
う
表
現
を
、
本
稿
な
り
に
言
い
換
え
る
と
、
天

皇
を
中
心
と
す
る
古
代
律
令
官
人
の
あ
る
べ
き
理
念
が
、
理
想
と
し
て

積
極
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
編
纂
者
と
し

て

｢

主
題
化
さ
れ
た
大
伴
家
持｣
は
、
集
め
た
歌
だ
け
で
は
表
し
き
れ

な
い
内
容
を
、
自
ら
の
歌
を
も
っ
て
積
極
的
に
記
し
留
め
て
い
る
の
で

あ
る

(

�)

。

二
、
末
尾
三
十
一
首
の
位
相

本
稿
が
末
尾
三
十
一
首
に
留
意
し
て
、
そ
の
在
り
方
を
一
覧
し
た
の

は
、
こ
れ
ら
を
含
ま
な
い
巻
二
十
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
伊
藤
前
掲
書
が
、
三
十
一
首
の
追
補
を
指
摘
す
る

(

�)

。
四
四
八
三

〜
四
四
八
五
番
歌
の
注
釈
に
、
以
前
を
、

(

前
略)

す
で
に
成
っ
て
い
た
巻
十
七
〜
十
九
相
当
分
の

｢

宿
禰

家
持
歌
集｣

三
巻
に
、
天
平
宝
字
元
年
秋
の
頃
か
ら
翌
二
年
の
前

半
に
か
け
て
合
わ
せ
ら
れ
た

｢

宿
禰
家
持
歌
集｣

一
巻
が
あ
っ
た

と
述
べ
た
、
巻
二
十
原
本
が
そ
れ
で
あ
る
。

と
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
編
ま
れ
た
理
由
を

｢

こ
の
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
さ
よ
う
な
歌
集
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然

そ
の
理
由
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
述
べ
、

理
由
の
最
大
な
る
も
の
は
、
家
持
が
こ
の
年
数
え
て
ち
ょ
う
ど
四

十
歳
で
あ
っ
た
点

(『

大
伴
系
図』

『

公
卿
補
任』

参
照)

に
求
め
ら

れ
る
と
思
う
。
古
人
は
、
人
の
生
涯
に
お
い
て
四
十
歳
を
一
つ
の

大
き
な
節
目
と
し
た
。
四
十
ま
で
生
き
る
こ
と
は
長
寿
の
し
る
し
。

人
間
の
本
懐
は
一
往
遂
げ
た
こ
と
に
な
り
、
男
子
の
場
合
、
四
十

過
ぎ
は
翁

お
き
な
と
さ
れ
、
と
く
に
四
十
台
は
初
老
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
四
十
の
賀
と
い
う
祝
儀
が
と
く
に
大
き
く
執
り
行
な
わ
れ
た
。

賀
は
そ
の
あ
と
十
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
出
発

点
と
な
り
節
目
に
な
る
年
が
四
十
歳
な
の
で
あ
っ
た
。

と
す
る
。
ま
た
、

巻
二
十
原
本
は
捧
げ
よ
う
に
も
捧
げ
得
る
人
を
持
た
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
家
持
は
、
心
の
底
で
は
、
や
は
り
亡
き
橘
諸
兄
を
思
っ

て
い
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
諸
兄
の
向
こ
う
に
は
、
聖
武
天
皇

が
、
そ
し
て
元
正
天
皇
が
常
に
張
り
つ
い
て
い
た
。
家
持
は
、
元

正
天
皇
へ
の
敬
仰
憧
慢
の
念
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
巻
二
十
の
原
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本
を
開
始
し
た
。(

中
略)

か
く
し
て
、
巻
二
十
原
本
は
、
家
持

四
十
の
賀
を
契
機
と
し
記
念
と
す
る
歌
集
で
あ
り
つ
つ
、
家
持
生

涯
の
敬
仰
措
く
あ
た
わ
ざ
る
人
び
と
、
深
き
思
い
の
と
も
る
人
び

と
へ
の
追
悼
歌
集
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
述
べ
る
。
家
持
論
の
側
か
ら
は
、
彼
の
人
生
に
歌
巻
の
編
纂
を
重
ね

て
み
る
と
、
右
の
発
言
は
興
味
深
い
。

で
は
、『

万
葉
集』

と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
、
そ
れ
は
表
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

勝
宝
九
歳
六
月
二
十
三
日
に
、
大
監
物
三
形
王
の
宅
に
し
て

宴
す
る
歌
一
首

移
り
行
く
時
見
る
ご
と
に
心
痛
く
昔
の
人
し
思
ほ
ゆ
る
か
も

(
20
・
四
四
八
三)

右
、
兵
部
大
輔
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

右
は
、
大
監
物
三
形
王
宅
に
催
さ
れ
た
宴
に
お
い
て
、
家
持
の
歌
だ

け
を
記
す
。
初
句
の

｢

移
り
ゆ
く
時｣

は
、『

万
葉
集
古
義』

の

｢
移

り
変
り
ゆ
く
時
節
の
け
し
き
を
見
る
度
毎
に

(

�)｣

と
の
解
釈
が
支
持
さ
れ

て
は
い
る
が
、
時
世
を
含
む
解
釈
が
根
強
い

(

�)

。

｢

昔
の
人｣

に
留
意
す
る
と
、『

万
葉
集』

中
に
は
他
に
次
の
四
例
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
楽
浪
の
志
賀
の
一
に
云
ふ

｢

比
良
の｣

大
わ
だ
淀
む
と
も
昔
の

人
に
ま
た
も
逢
は
め
や
も
一
に
云
ふ

｢

逢
は
む
と
思
へ
や｣

(

１
・
三
一)

Ｂ
岩
屋
戸
に
立
て
る
松
の
木
汝
を
見
れ
ば
昔
の
人
を
相
見
る
ご
と

し

(

３
・
三
〇
九)

Ｃ
今
日
の
日
に
い
か
に
か
及
か
む
筑
波
嶺
に
昔
の
人
の
来
け
む
そ

の
日
も

(

９
・
一
七
五
四)

Ｄ
夜
く
だ
ち
て
鳴
く
川
千
鳥
う
べ
し
こ
そ
昔
の
人
も
し
の
ひ
来
に

け
れ

(

19
・
四
一
四
七)

Ａ
は

｢

近
江
の
荒
れ
た
る
都
に
過
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作

る
歌｣

(

１
・
二
九
〜
三
一)

の
中
の
一
首
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

｢

昔

の
人｣

に
は
、
近
江
に
都
が
あ
っ
た
時
代
に
、
そ
こ
を
治
め
て
い
た
天

智｢

天
皇｣

(

１
・
二
九)

や
、
暮
ら
し
て
い
た｢

大
宮
人｣

(

１
・
三
〇)

を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｂ
は｢

博
通
法
師
、
紀
伊
国
に
行
き
て
、

三
穂
の
岩
屋
を
見
て
作
る
歌
三
首｣

(

３
・
三
〇
七
〜
三
〇
九)

の
中
の

一
首
で
あ
る
。

宇
治
若
郎
子
の
宮
所
の
歌
一
首

妹
ら
が
り
今
木
の
嶺
に
茂
り
立
つ
夫
松
の
木
は
古
人
見
け
む

(

９
・
一
七
九
五)
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を
参
考
に
す
る
と
、｢

昔
の
人｣

に
は
、
伝
説
上
の

｢

宇
治
若
郎
子｣

が
想
起
さ
れ
る
。
Ｃ
は

｢

検
税
使
大
伴
卿
の
、
筑
波
山
に
登
る
時
の
歌

一
首
并
せ
て
短
歌｣

(

９
・
一
七
五
三
〜
一
七
五
四)

の
反
歌
の
一
首
で

あ
る
。｢

検
税
使
大
伴
卿｣

が
筑
波
山
に
登
る
以
前
に
、
同
じ
よ
う
に

登
っ
た
人
た
ち
を
漠
然
と
指
し
て
い
る
。
Ｄ
は

｢

夜
の
裏
に
千
鳥
の
喧

く
を
聞
く
歌
二
首｣

(
19
・
四
一
四
六
〜
四
一
四
七)

の
中
の
一
首
で
あ

る
。
作
者
で
あ
る
大
伴
家
持
以
前
に

｢

夜
く
だ
ち
て
鳴
く
川
千
鳥｣

の

声
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
者
を
、
漠
然
と

｢

昔
の
人｣

と
呼
ん
で
い
る
。

Ａ
の
よ
う
に
一
定
の
条
件
が
つ
い
た
り
、
Ｂ
の
よ
う
に
伝
説
を
背
景
に

置
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
対
象
者
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

Ｃ
や
Ｄ
に
は
具
体
的
な
人
物
像
を
求
め
る
こ
と
が
な
い
。
四
四
八
三
番

歌
は
、
移
り
ゆ
く
季
節
の
中
に
何
か
を
見
た
作
者
が
、
心
痛
く

｢

昔
の

人｣

を
思
い
出
し
て
い
る
。
何
を
見
た
の
か
も
詠
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

｢

昔
の
人｣

を
想
起
さ
せ
る
表
現
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
に
誰
か
を

特
定
す
る
議
論
は
難
し
い
。

編
纂
論
的
に
は
、
四
四
八
三
番
歌
の
後
に
記
さ
れ
た
次
の
二
首
が
留

意
さ
れ
る
。

咲
く
花
は
う
つ
ろ
ふ
時
あ
り
あ
し
ひ
き
の
山
菅
の
根
し
長
く
は
あ

り
け
り

(

20
・
四
四
八
四)

右
の
一
首
、
大
伴
宿
禰
家
持
、
物
色
の
変
化
ふ
こ
と
を
悲

し
び
怜
び
て
作
る
。

時
の
花
い
や
め
づ
ら
し
も
か
く
し
こ
そ
見
し
明
ら
め
め
秋
立
つ
ご

と
に

(

20
・
四
四
八
五)

右
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

四
四
八
三
番
歌
の
左
注
が

｢

右｣

と
記
す
の
に
対
し
、
四
四
八
四
番

歌
の
左
注
は

｢

右
一
首｣

と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
成
立
事
情
が
記

さ
れ
て
い
る
。
四
四
八
五
番
歌
の
左
注
に
は

｢

右｣

と
だ
け
あ
り
、
作

者
名
の
み
を
記
す
。
三
首
は
、
も
と
も
と
個
別
に
記
録
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
こ
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
が
大
伴
家
持
歌
で

あ
る
と
い
う
点
が
共
通
す
る
。
四
四
八
四
番
歌
と
四
四
八
五
番
歌
に
題

詞
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
と
、
二
首
が
四
四
八
三
番
歌
の

延
長
に
記
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い

(

�)

。

三
首
を
一
続
き
に
読
ん
で
み
る
と
、
四
四
八
三
番
が

｢

見
る｣

と
の

み
表
す
内
容
は
、
四
八
八
四
番
歌
の
初
句
に

｢

咲
く
花｣

を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
眼
前
に
咲
く
花
を
見
て
、｢

昔
の
人｣

が
偲
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
。｢

咲
く
花｣

が
、｢

う
つ
ろ
ふ
時
あ
り｣

と
の
表
現
に
は
、

左
注
が

｢
物
色
の
変
化
ふ
こ
と
を
悲
し
び
怜
び｣

と
記
す
内
容
が
想
起

さ
れ
る
。｢
咲
く
花｣

が
永
遠
で
な
い
と
こ
ろ
に

｢

悲
し
び｣

や

｢

怜
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び｣

が
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
に
四
四
八
三
番
歌
と
の
連
続
を
認
め
る
と
、

｢

心
痛
く｣

と

｢

昔
の
人｣

の
回
想
を
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

四
四
八
四
番
歌
は
そ
れ
だ
け
に
終
わ
ら
な
い
。
花
が
終
わ
っ
た
と
し
て

も
、
山
菅
の
よ
う
に
根
は
長
く
伸
び
続
け
て
い
る
こ
と
に
目
が
向
け
ら

れ
て
い
る
。
四
四
八
五
番
歌
に
表
さ
れ
た

｢

時
の
花｣

に
は
、
見
る
こ

と
が

｢

立
秋｣

の
た
び
に
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
三
首
を
一
群
と
し
て

配
置
す
る
と
こ
ろ
に

｢

主
題
化
さ
れ
た
家
持｣

は
、｢

移
り
行
く
時｣

に
秋
の
花
を
見
て
、
そ
れ
が
長
く
は
続
か
な
い
は
か
な
さ
を
嘆
き
な
が

ら
も
、
そ
こ
に
終
わ
り
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
時
の
花
と
し
て
咲
く

の
を
立
秋
の
た
び
に
見
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
解
す
中
に
、
三
形
王
の
宅
で
の
宴
が
、｢

立
秋｣

を
話

題
に
し
た
様
子
は
う
か
が
わ
れ
る
も
の
の
、
伊
藤
前
掲
書
が
述
べ
る
よ

う
な
、
家
持
の
四
十
を
賀
す
る
様
子
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
三
形
王
の
宅
で
の
宴
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
と
、
末
尾
三

十
一
首
の
中
に
も
、｢

十
二
月
十
八
日
に
、
大
監
物
三
形
王
の
宅
に
し

て
宴
す
る
歌
三
首｣

(

20
・
四
四
八
八
〜
四
四
九
〇)

が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
四
四
八
三
番
歌
の
後
に
四
四
八
四
〜
四
四
八
五

番
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
四
八
八
〜
四
四
九
〇
番
歌
の
後
に

は
、
四
四
九
一
番
歌
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
四
四
八
八
〜
四
四
九
〇
番

歌
が

｢

立
春｣

を
話
題
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、
四
四
八
三
〜
四
四
八

五
番
歌
が

｢

立
秋｣

を
話
題
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
類
似
の
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
。

加
え
て
、
四
四
八
三
〜
四
四
八
五
番
歌
に
記
さ
れ
た

｢

大
伴
宿
禰
家

持｣

は
、
卑
称
法
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
三
十
一
首
と
の
間

に
基
本
的
な
差
異
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
記
述
の
特
徴
か
ら
は
、

末
尾
は
三
十
一
首
だ
け
で
は
な
く
、
四
四
八
三
〜
四
四
八
五
番
歌
ま
で

を
含
む
三
十
四
首
を
一
括
り
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
考
察
を
展
開
し
た
の
は
、
四
四
八
二
番
歌
ま
で
で
編
ま

れ
た
巻
二
十
の
存
在
を
指
摘
し
た
い
か
ら
で
は
な
い
。
構
造
論
か
ら
、

巻
の
中
を
区
切
る
こ
と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
問
い
返
し
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

末
尾
三
十
四
首
の
直
前
に
は
、
次
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

三
月
四
日
に
、
兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城
の
宅
に
し
て
宴
す

る
歌
一
首

あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
の
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
と
も
飽
か
め
や
植
ゑ
て

け
る
君

(

20
・
四
四
八
一)

右
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
、
植
ゑ
た
る
椿
に
属
て
作
る
。

堀
江
越
え
遠
き
里
ま
で
送
り
来
る
君
が
心
は
忘
ら
ゆ
ま
し
じ
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(

20
・
四
四
八
二)

右
の
一
首
、
播
磨
介
藤
原
朝
臣
執
弓
、
任
に
赴
き
て
別
れ

を
悲
し
ぶ
る
な
り
。
主
人
大
原
今
城
伝
へ
読
み
て
尓
云
爾
。

四
四
八
一
番
歌
の
左
注
が
記
す

｢

大
伴
家
持｣

に
は
姓
が
記
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
題
詞
に
見
え
る

｢

大
原
今
城｣

と
四
四
八

二
番
歌
左
注
の｢

藤
原
執
弓｣

は
、
卑
称
法
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

姓
の
記
し
方
が
大
き
く
異
な
る
。
大
原
今
城
か
ら
譲
り
受
け
た
資
料
を

写
し
た
た
め
と
の
理
解
が
あ
る

(

�)
。
こ
の
他
に
も
、
巻
二
十
に
は
多
く
の

防
人
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り

(

�)

、
多
様
な
記
述
か
ら
歌
が
採
用
さ
れ
て
い

る
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。
記
述
の
差
異
は
、｢
は
じ
め
に｣

も
触
れ
た

よ
う
に
、
以
前
を
尊
重
す
る

『

万
葉
集』

の
基
本
的
な
編
集
方
法
に
基

づ
く
。

末
尾
の
三
十
一
首
に
も
、
確
か
に
記
述
的
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
三
十
四
首
ま
で
に
及
ぶ
。
こ
こ
に
も
編
集
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
の
だ
が
、
追
補
や
増
補
の
よ
う
な
、
時
間
的
な
差
を
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
。
伊
藤
前
掲
書
が
指
摘
す
る
、｢

宿
禰
家

持
歌
集｣

は
、
そ
の
存
在
も
含
め
て
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

巻
二
十
の
末
尾
に

｢

主
題
化
さ
れ
た
大
伴
家
持｣

が
表
現
す
る
構
想

は
、
段
階
を
経
る
こ
と
な
く
、
巻
二
十
全
体
を
象
徴
す
る
構
想
と
な
り

得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

巻
二
十
の
末
尾
が
、｢

大
伴
家
持｣

を
卑
称
法
で
記
し
、
そ
の
他
の

人
物
を
敬
称
法
で
記
し
て
い
る
の
は
、
三
十
一
首
で
は
な
く
三
十
四
首

ま
で
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
二
十
は
他
の
巻
と
同
様
に
、
複

数
の
資
料
や
記
述
を
組
み
合
わ
せ
て
編
ま
れ
て
い
る
の
で
、
末
尾
に
も

そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
積
極
的
に
時
間
差
を
つ
け
て
、

追
補
や
増
補
が
論
じ
ら
れ
る
要
素
ま
で
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

卑
称
法
と
敬
称
法
の
書
き
分
け
か
ら
は
、
末
尾
三
十
四
首
を
編
ん
だ

人
物
と
し
て
、
大
伴
家
持
を
想
起
し
や
す
い
。
た
だ
し
、
作
者
論

(

作

家
論)

や
編
纂
者
論
か
ら
説
か
れ
る
よ
う
な
家
持
の
姿
が
、
表
現
さ
れ

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。｢

主
題
化
し
た
大
伴
家
持｣

は
、
宴
の
席
に

お
い
て
、
立
秋
や
立
春
等
を
話
題
に
し
て
、
親
し
い
者
た
ち
と
歌
を
詠

み
交
わ
し
、
宴
席
の
主
を
寿
ぐ
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。
天
皇
を
中
心
と

す
る
宮
中
で
の
催
し
に
は
、
積
極
的
に
歌
を
詠
も
う
と
す
る
姿
勢
が
示

さ
れ
て
い
た
。
巻
の
編
纂
者
と
し
て
、
自
ら
の
作
歌
を
積
極
的
に
活
か

し
な
が
ら
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
古
代
律
令
社
会
の
理
想
的
な
姿
を
、
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歌
世
界
に
表
現
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
末
尾
三
十
四
首
は
、
巻
二
十
を
閉
じ
、『

万
葉
集』

全
体

の
末
尾
を
も
担
っ
て
い
る
。
契
沖
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
巻
一
の
巻
頭

歌
と
の
対
応
を
積
極
的
に
認
め
る
と
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
古
代
律
令

社
会
を
理
想
と
す
る
理
念
は
、
二
十
巻
を
包
む
構
想
に
も
な
り
得
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

本
稿
が
直
接
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
巻
十
七
〜
巻
二
十

の
中
に
巻
二
十
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
巻
十
七
や
十
八
に
近
い
。
巻
十

九
の
編
ま
れ
方
に
違
和
感
が
強
い
。
も
し

｢

宿
禰
家
持
歌
集｣

の
如
き

存
在
を
考
え
て
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
巻
十
九
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。
巻
十

七
と
十
八
、
そ
し
て
巻
二
十
は
、
編
集
姿
勢
の
異
な
る
巻
十
九
を
挟
み

な
が
ら
、
時
間
軸
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
巻
二
十
は
防
人
歌
等
を
多
く
含
む
点
に
お

い
て
、
巻
十
七
や
巻
十
八
と
大
き
く
異
な
る
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
二
十
に

｢

主
題
歌
さ
れ
た
家
持｣

は
、
防
人

歌
を
異
質
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た

(

�)

。
区
別
す
る

に
は
及
ば
な
い
。
編
集
の
痕
跡
か
ら
、
巻
の
内
部
を
区
切
り
、
形
成
を

論
ず
る
た
め
に
は
、
更
な
る
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
編
集
の
痕
跡
は
痕

跡
と
し
て
認
め
、
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
を
読
み
解
く
こ
と
を
優
先
す

る
姿
勢
が
編
纂
論
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

四
四
八
三
〜
四
四
八
五
番
歌
を
交
え
て
は
、
村
瀬
憲
夫

｢

末
四
巻
編

纂
の
構
想

(

二

(

�))｣

が
、
二
十
巻
の
構
想
に

｢

移
り
ゆ
く
時

(

う
つ
ろ

ひ)

の
自
覚
と
永
遠
へ
の
願
い｣

を
読
み
解
く
。
本
稿
は
、
こ
れ
に
抵

触
し
な
い
。
巻
二
十
の
末
尾
三
十
四
首
に｢

主
題
歌
さ
れ
た
大
伴
家
持｣

が
表
す
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
古
代
律
令
社
会
は
、
あ
く
ま
で
も
理
念

と
し
て
、
詠
ま
れ
た
個
々
の
歌
が
表
す
日
常
や
作
者
の
心
情
、
多
様
な

内
実
を
包
み
込
ん
で
い
た
。

巻
二
十
の
末
尾
三
十
四
首
が
表
す
構
想
は
、
巻
二
十
の
構
想
を
象
徴

し
、『

万
葉
集』

全
体
の
構
想
を
も
表
現
し
得
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
。

注

(

１)

神
野
志
隆
光
著

『

万
葉
集
を
ど
う
読
む
か
―
歌
の

｢

発
見｣

と
漢
字

世
界』

(

東
京
大
学
出
版
二
〇
一
三
年)

は
、
も
っ
と
も
顕
著
な
一
冊

で
あ
る
。

(

２)

伊
藤
博

『

万
葉
集
釈
注』

十
集
英
社
一
九
九
八
年
。｢

秋
詠
三
首｣

(『

万
葉
歌
林』

塙
書
房

二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
二
〇
〇
〇
年)

に
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

(

３)
鴻
巣
盛
廣
著『

万
葉
集
全
釈』

第
六
冊
廣
文
堂
書
店
一
九
三
五
年
。

(

４)

武
田
祐
吉『

増
訂
万
葉
集
全
註
釈』

十
二
角
川
書
店
一
九
五
七
年
。
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(
５)

木
下
正
俊

『

万
葉
集
全
注』

巻
第
二
十
有
斐
閣
一
九
八
八
年
。

(
６)

阿
蘇
瑞
枝『

万
葉
集
全
歌
講
義』

第
十
巻
笠
間
書
院
二
〇
一
五
年
。

(

７)
伊
藤
博

『

万
葉
集
釈
注』

前
掲

(

２)

書
。

(

８)
伊
藤
博

｢

万
葉
集
末
四
巻
歌
群
の
原
形
態｣

『

万
葉
集
の
構
造
と
成

立』

下
塙
書
房
一
九
七
四
、
初
出
一
九
七
〇
。

(

９)
『

契
沖
全
集』
第
七
巻

岩
波
書
店

一
九
七
四
年
を
テ
キ
ス
ト
に
し

て
い
る
。
な
お
、
漢
字
の
一
部
は
、
現
代
表
記
に
改
め
た
。

(

�)

市
瀬
雅
之

｢『

万
葉
集』

編
纂
へ
の
期
待
―
巻
頭
・
雄
略
天
皇
御
製

歌
の
意
義
―｣

(

お
う
ふ
う
一
九
九
七
年)

は
、
氏
族
伝
統
を
歌
に
表

す
大
伴
家
持
論
か
ら
の
言
及
で
あ
っ
た
。

(

�)

伊
藤
博
前
掲

(

２)

書
。
山
崎
健
二

｢

歌
群
の
あ
り
よ
う
か
ら
見
た

巻
第
二
十｣

『

大
伴
家
持
の
歌
群
と
編
纂』
(

塙
書
房
二
〇
一
〇
年
、
初

出
二
〇
〇
五
年)

が
こ
れ
を
支
持
す
る
。

(

�)
『

万
葉
集
古
義』

七

名
著
刊
行
会

一
九
二
八
年
を
テ
キ
ス
ト
に
し

て
い
る
。

(

�)

芳
賀
紀
雄

｢

時
の
花｣
『

万
葉
集
に
お
け
る
中
国
文
学
の
享
受』

(

二

〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
七
八
年)

は
、
四
四
八
四
番
歌
の

｢
咲
く
花
は

う
つ
ろ
ふ
時
あ
り｣

の

｢

花｣

に
、｢

橘｣

と

｢

藤｣

を
想
起
し
、
前

者
に
諸
兄
や
奈
良
麻
呂
へ
の
哀
悼
の
意
を
見
出
し
、
後
者
に
仲
麻
呂
の

専
横
に
向
け
た
反
感
の
内
包
を
指
摘
す
る
。｢

あ
し
ひ
き
の
山
菅
の
根

し
長
く
は
あ
り
け
り｣

に
は
、
家
持
が
身
の
安
泰
と
事
態
へ
の
処
し
方

の
適
正
さ
を
確
か
め
た
上
で
の
比
喩
的
な
表
白
で
あ
る
と
説
い
た
。
古

屋
彰

｢

物
色
の
変
化｣

『

セ
ミ
ナ
ー
万
葉
集
の
歌
人
と
作
品』

第
九
巻

(

和
泉
書
院
二
○
○
三
年)

は
、
こ
う
し
た
見
方
を
大
き
く
減
退
さ
せ
、

｢

咲
く
花
は
う
つ
ろ
ふ
時
あ
り｣

へ
の
理
解
に
、｢

咲
く
花
は
う
つ
ろ
う

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
散
っ
て
行
っ
た
友
た
ち
へ
の
哀
惜
の
情
と
寂
蓼

だ
け
を
汲
み
と
れ
ば
よ
い｣

と
説
く
。

(

�)

伊
藤
博
前
掲

(

８)

に
同
じ
。

(

�)

伊
藤
博

『

万
葉
集
釈
注』

前
掲

(

２)

書
。
市
瀬
雅
之

｢

大
原
真
人

今
城
歌
群
の
編
纂｣

『

万
葉
集
編
纂
論』

お
う
ふ
う
二
〇
〇
七
年
。

(

�)

原
田
義
貞

｢

大
伴
家
持
歌
日
記｣

『

万
葉
集
の
編
纂
資
料
と
成
立
の

研
究』

(

お
う
ふ
う

二
〇
〇
二
年)

は
、｢

編
纂
資
料
と
し
て
の
家
持

歌
日
記
の
原
体
裁
が
投
影
さ
れ
て
い
る｣

と
解
す
る
。

(

�)

家
持
論
の
側
に
お
い
て
、
東
城
敏
毅

｢

大
伴
家
持
防
人
歌
蒐
集
の
目

的
な
ら
び
に
意
義｣

『

万
葉
防
人
歌
群
の
構
造』

(

和
泉
書
院

二
〇
一

六
年
初
出
は
、
一
九
九
五
年)

は
、｢

歌
の
交
流
を
通
し
て
の
君
臣
和

楽
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
家
持
の
理
想
と
す
る
皇
親
政
治
を
民
に

ま
で
し
み
こ
ま
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
れ
こ
そ
が
皇
統
の

｢

守
り｣

に
立
つ
武
門
大
伴
氏
と
し
て
の
自
負
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か｣

と
説
く
。｢

歌
の
交
流
を
通
し
て｣

或
い
は
、｢

民
に
し
み
こ
ま
せ
る｣

と
の
発
言
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
家
持
が
あ
る
程
度
、
防
人
の
側

に
立
ち
、
防
人
に
同
情
し
、
或
い
は
共
感
で
き
る
よ
う
な
視
点
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
素
朴
な
疑
問
と
し
て
、
高
級
官
僚
で
あ
っ

た
家
持
に
、
そ
の
よ
う
な
視
点
の
育
ま
れ
る
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
一
連
の
防
人
歌
へ
の
考
察

｢

防
人
関
係
歌
群
の

『
ま
す
ら
を』

意
識
―
防
人
文
学
の
形
成
―｣

『

大
伴
家
持
論
―
文
学
と

氏
族
意
識
―』

(

初
出
は
、
一
九
九
一
年
〜
一
九
九
三
年)

｢

防
人
歌
の

享
受
か
ら
創
作
へ｣

(

初
出
は
、
二
〇
〇
二
年)

｢

防
人
文
学
の
完
成｣
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(

初
出
は
、
二
〇
〇
三
年)

『

万
葉
集
編
纂
論』

と
、
も
っ
と
も
隔
た
り

の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
家
持
の
氏
族
意
識
へ
の
理
解

に
は
、
筆
者
の
論
に
直
接
批
判
を
い
た
だ
い
た
。
家
持
の
場
合
、
歌
で

表
現
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
筆
者
は
こ
れ
を｢

氏
族
伝
統｣

と
呼
び
分
け
た
。
東
城
論
文
と
は
、
こ
こ
に
も
差
異
が
あ
る
こ
と
を
記
し

て
お
く
。
家
持
論
を
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、『

万
葉
集』

を
一
つ
の
編
纂
物

と
し
て
読
み
通
す
中
に
、
市
瀬
雅
之

｢

巻
十
七
か
ら
巻
二
十
へ
の
若
干

の
見
通
し｣

『

万
葉
集
編
纂
構
想
論』

(

笠
間
書
院
二
〇
一
四
年)

は
、

家
持
歌
に
表
さ
れ
た

｢
防
人｣

は
、
天
皇
の
命
の
ま
ま
筑
紫
に
向

か
う
様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
妻
や
母
と
の
別

れ
や
悲
し
み
が
、
地
方
に
赴
く
古
代
律
令
官
人
た
ち
の
そ
れ
と
同

じ
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。｢

防
人｣

が
、

天
皇
を
中
心
と
す
る
古
代
律
令
社
会
を
支
え
る
理
念
の
中
に
定
位

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
巻
二
十
は
、
天
平
勝
宝

七
歳
に
行
わ
れ
た
防
人
検
校
も
、
時
間
軸
の
中
に
展
開
さ
れ
た
宮

廷
の
で
き
ご
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

と
述
べ
た
。

『

万
葉
集
編
纂
構
想
論』

の
刊
行
と
同
じ
年
に
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た

く
別
の
議
論
と
し
て
、
鉄
野
昌
弘

｢

大
伴
家
持
の
関
連
歌｣

『

万
葉
集

研
究』
(

第
三
十
五
集

塙
書
房

二
〇
一
四
年)

か
ら
、
家
持
の
防
人

歌
蒐
集
を
自
明
と
す
る
筆
者
の
発
言
に
批
判
を
い
た
だ
い
た
。
鉄
野
前

掲
論
文
が

｢

少
な
く
と
も

『

歌
日
誌』

を
追
う
限
り
で｣

と
断
る
範
囲

内
で
は
、
筆
者
も
問
題
に
し
な
い
。
本
論
の
視
点
か
ら
答
え
る
と
、

『

万
葉
集』

に

｢

主
題
化
さ
れ
た
家
持｣

の
関
心
は
、
各
国
の
部
領
使

か
ら
進
上
さ
れ
た
防
人
歌
を
取
捨
選
択
し
て
、
自
身
の
作
歌
と
と
も
に
、

時
系
列
で
巻
二
十
に
記
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
防
人
歌
が
部
領
使
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
、
ど
こ
に
進
上
さ
て
ゆ
く
の
か
、
そ
れ
を
家

持
が
手
に
す
る
ま
で
の
経
緯
等
を
、
ま
っ
た
く
問
題
に
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
大
伴
家
持
が
、
部
領
使
か
ら
進
上
さ
れ
る
防
人
歌
を
手
に

入
れ
る
ま
で
の
考
察
は
、
表
現
さ
れ
た
歌
の
背
後
に
問
わ
れ
る
課
題
と

い
え
よ
う
。
①
残
さ
れ
て
い
る
防
人
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
天
平
勝
宝
七
歳

の
一
年
一
回
に
偏
向
し
て
い
る
こ
と
。
②
そ
れ
ら
が
、
家
持
の
歌
日
記

と
呼
ば
れ
る
巻
二
十
に
集
中
し
て
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
③
記
さ
れ

た
防
人
歌
数
の
多
さ
が
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
④
天
平
勝
宝

七
歳
以
外
に
残
さ
れ
た
防
人
歌
の
極
端
に
少
な
い
こ
と
等
を
疑
問
の
入

り
口
に
し
て
、
氏
族
伝
統
を
歌
に
表
す
大
伴
家
持
論
の
中
に
展
開
し
た

考
察
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
見
出
さ
れ
た
結
論
に
、
今
も
っ

て
変
更
の
必
要
を
感
じ
て
い
な
い
。
防
人
歌
の
蒐
集
に
関
し
て
、
松
田

聡

｢

補
論
二

防
人
歌
の
収
集
と
家
持｣

『

家
持
歌
日
記
の
研
究』

(

初

出
は
、
一
九
九
七
年)

は
、
防
人
歌
の
提
出
が
、
朝
集
使
に
よ
っ
て
、

予
め
各
国
に
指
示
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
し
て
は
、

進
上
さ
れ
た
歌
数
が
少
な
す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
記
さ
れ

た
歌
の
中
に
は
、
難
波
で
詠
ま
れ
た
歌
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
う
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。

(
�)

市
瀬
雅
之
・
城
�
陽
子
・
村
瀬
憲
夫

『

万
葉
集
編
纂
構
想
論』

笠
間

書
院
二
〇
一
四
年
。

(

�)
村
瀬
憲
夫
前
掲

(

�)

書
初
出
は
、
二
〇
一
二
年
の
口
頭
発
表
。

(

梅
花
女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
教
授)
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